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青葉区

区長あいさつ

青葉区長 /Jヽ出
■浜市保健活動モ進員の結成から

70周年を迎えられたことに 心から
お祝い中し上ずます。

言葉区 ま 今年 4月 に厚生労働省

“

表した平成27年□勢調査に基づ
く市町村月の平均寿命で 男性が全
国it 女性が9位となりました。
長寿け大交言ばしいことですが

同時に大口なのは 日頃から健康づ
くりに取り組み いつまでも元気に

自分らしく過ごせることだと思います

俣信活動推進員のきさま ま 自らの■長づくりを実践さ
れるととも [ JI●においてウォーキングや健康講F 健
咬体iな どを推進され lL●の値原づくりを支えていただ
いています.また将定健診や0コモテ防の啓発など 新た
な課題 [も横Ⅲllにお取り担みいただき,惑討中し上げます。

区民の方々の健康づくり■進には た進員の旨さまの活
動が不可欠です :き精き1セ域の健康づくりの撻延役とし
て お力添えをようしくおげいいT.し ます.

701'仄 ,!`0
横濱市斯生華仕員骨臆 ■嘔 足

録区から分区し青睾区となる

青葉区保Ill指導員会霧A03A創刊

保健活動推進員に名称を変更

役割を

`地

域におする健康づくり,こ明ぼと

平成1'年の青睾区の男性がTLl青命日本一となる 317歳 )

ウオーキング部会立ち上げ `地区て,オーキングコース選定
[● B歩こう!ウオーキング青葉|マップ●●作成 16コース|

平成2たの青葉区の男性が平均寿命e本―に返りけさ 833歳 )

特定健診研権会実施

11月 14日 ,水 lll票J県民ホールにおいて記
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 青三区からは約120人 が出F

しました
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で横浜南消防言■隊のが言と■―卜工

ンジェルス11'0● I・ t楽 しみ 第二
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では 市歌斉に 雨会長共
" 
采質,・● 大会

宣言と気きました.第三:8の2急謁演では あ
ぎみ野で置 1者介謳テl●デイサービスを行つて

t,る会社のシニアディレクターで元ブ匡野

'髯手の[志敏久さんから「 呆撻遇動に活かせる心
と体のプログラムJI・●話を貯き その後 代
豪取締役の山な晃永さんと

`咽
四季で逃躍され

ていた丼上習恵さんの運動プログラムの冥Fで
身体を一箔に動かしました.

最後に ■上さんから歌のブレゼントがあり
会場は大し,こ盛り上がりました
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を重|=で 13■目を迎え 毎□多.・の方が,10さ 11て
tヽます OF` 千息子 |

続けています、ヨガ教室

楽しく運動して健康長寿を

青葉区保健活動推進員は

16地区に分かれて
活動しています。
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1]しませんか |

口 囁ヽ 久,,

ウオーキング '11

今年もう1年の■に ごき ]'りし子づくりをしまし
た。自
==員
に首:有 し喜んでいただきました 最 ,「

ま少なくなつているようでヽが まr_ 貢宝されて
いるようです 秋の奈●

=`寮
ですヨ治会員 [ト レ■

の,一ごスを 1,「 t′た.1古コ 良江 ,

地域の方に好評



=' |

一メ
一

也¨
「
一つ̈一一一一′

」■._

′ 
´
.=ョ亀区

地域育児教室

―

― ―

「　一̈
「

一　眸社枕

　̈　」「れ

【　一画一

嗜　蟄ユ″

証　“「“

「一̈
一一

「一卍枷”

Ａ

■

Ｌ

生

一『一̈
旺

院

”
性

，

一Ｆ
ｔ

，

生

ｔ

Ｅ

「
Ｆ
炭

〓
一　
コ

［

¨

一

け

一

Ｅ

り

閂

■

″”　　　エ
一

ずつと元気に
恒,と ■●ti「 ,=,, スタ,フ さい

'2名
0

,¬者
'=口

:よ

'ケ
アプラ

=‖
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平成30年9月 120(水 ,
[役■ .・■■富にてli

,月 12日 にウィーキング研修として ウォーキン
グマップを用いてt域住民を対象としたイベントを
幾つかのグループに分かれて企画し イベントの周
涸 下見のポイントや当日の遣

=点
について共有し

ました.
「実践掲J tl il修 で ま 実
際につォーキングコースを

歩きな出 報交換をする

ことで イベント開催が円
滑にイ‐ ための安全な誘導

の規点や対応 [ついて学び

表した (杉 頂子)

l.●知症は予防できるJと い
うテーマでの誌● そして体験
と実践.作業療法士の金止Eさ
んのr.■で楽しく学びました。

年%とともに・●こりやすt贈知
機能の哀えの向上を目指しま

す.コグニサイズま体を動かしつつ :Jを刺激する課題
を同時にフリアします たとえば 「意楽に合わせて足
ふみしながらしりとりをするJ又 特定の文字や数字が
きたら手を叩く等 .々l●まつり」「

=い
リンゴJなど

おなじみの由に合わせ失業したり く,く す実いに大実
い.終始なごやかなムードでした 帳 谷川 美代子,

毎年文化の日に行われる健康フェスティ′`ル 今年
も晴天となり 約6千名と多くの方が来場して下さいま
した。保健活・ I礎造員会

'―
スでは ロコモ員チェッ

フ (2ステップテスト 立ち上がリテスト,や血流乱
定 (3Cチ ェッカー, その他握力や脳年昴墳1定 足指

力損喧 讐行いました。お子ll

から90歳代tr万まで楽しんで
挑戦されていました.育葉区
民の告■ 健康長寿の生活を
送る■是丼健康チェックヘお

越しください。お待ちしてお

ります.(旭 真澄)

平成30年度肩票区保健活節推進員会の活動におい
て 「特定健診 がん枝診の普及き発Jを重点テーマ
としています
保健活動推進員の研|=会として

生をお
=き
して l定健診を学まう

長浜医院の長演え
!受けよう 1勧め

よう 1 を行いました。長償元
生の請演で,定 t・・ 診について学

び その後グループワークを行
|ヽ 保腱活動推進員として ど
のように地域の方に特定健診の

増 及き発ができるか みんなで
一緒に考えました。

～長く支持される健
佐伯会長のお話

「
l・辰寿命を廷ばしたし」
という想いから =ll区で
0コ モ予防 認知症予防
ウォーキング 太極拳 |li
ヨガなどを企画し行ってき

ました。特に平成 21年か
ら衝いているウォーキング部会では 身近な場
所で業しくなける イラスト入りのウォーキン
グマップを作成し 区民の皆さんに「」用してい
ただいています。今後も区民の皆様の健康寿命
涎 ばせるような活動を進めていきます。

30年

"け
られたの ま 活動を通しての

l●.域の人とのコミュニケーションが楽し

かつたからです.もちろん楽しい事ばか
りではありません もい方はやはり仕事
や子供の学校行,I● あり 推進員の坦い
手を集めるのに大変なこともありまし

た.搭進員で長く支持される秘訣 ま 無理にできなく でき
・●いことはできないと言つてもらうことです 燎だ嗽だと思つ

て活動するのではなく 何事も楽しむ事が大亨だと思います.今
後ま 子育て敦室やBガ,室等にも力を入れていきたいです.

(梶原 白実)

市ケ尾地区 t々木 佳せ子
(敬称13)
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